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盤の沢道路

L=6.8km

五稜道路

L=11.7km
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1.事業の概要
（1）事業の目的

■位置図 ■事業概要図

・国道４５２号は、夕張市を起点とし、旭川市に至る延長約１１０kmの幹線道路。

・盤の沢道路・五稜道路は、芦別市と美瑛町間の通行不能区間の解消を図り、地域間交流の活性化及
び物流効率化等の支援を目的とした、芦別市黄金町から上川郡美瑛町字ルベシベに至る延長１８．５
kmの事業。

N

札幌市

芦別市

旭川市
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E39
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1.事業の概要
（2）計画の概要

①起点 ‥‥ 北海道芦別市黄金町

終点 ‥‥ 北海道上川郡美瑛町ルベシベ

②計画延長‥‥18.5km

③幅員 ‥‥ 8.5m

④構造規格‥‥3種3級

⑤設計速度‥‥50km/h

⑥車線 ‥‥ 2車線

⑦事業主体‥‥北海道開発局

ほっかいどうかみかわ

■横断図

平成05年度 事業化 （道道より国道へ昇格）

工事着手

平成05年度 開通区間 L=2.0km（五稜道路）

平成06年度 用地補償着手

平成09年度 開通区間 L=0.6km（五稜道路）

平成14年度 事業再評価

平成19年度 事業再評価

平成22年度 事業再評価

平成25年度 事業再評価

平成28年度 事業再評価

令和02年度 事業進捗率22％（盤の沢道路）

事業進捗率14％ （五稜道路）

（3）経緯

（単位：m）

ほっかいどうあしべつ

※事業進捗率は事業費変更後の進捗率
（R2年3月末時点ベース）
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[高速交通ネットワークの整備状況]
・平成19年10月 北海道横断自動車道根室線

トマムIC～十勝清水IC開通
・平成21年10月 北海道横断自動車道根室線

占冠IC～トマムIC開通
・平成23年10月 北海道横断自動車道根室線

夕張IC～占冠IC開通
・平成30年11月 旭川十勝道路

北の峰IC～布部IC開通

[周辺道路の整備状況]
・平成19年 3月 一般国道38号 芦別バイパス開通
・平成20年11月 一般国道38号 赤平バイパス開通

[その他]
・平成17年 5月 シーニックバイウェイ北海道

「大雪・富良野ルート」指定
・平成30年 5月 道の駅『びえい「白金ビルケ」』

開業
・平成30年 7月 富良野・美瑛観光圏整備

実施計画認定
・平成30年11月 旭川空港国際ターミナル開業
・平成30年11月 シーニックバイウェイ北海道

「空知シーニックバイウェイ
-体感未来道- 」

候補ルート登録
・令和02年1月 北海道内7空港民間運営開始

平成23年10月
夕張IC～占冠IC開通

2.事業の必要性等
（1）事業を巡る社会情勢等の変化
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平成19年10月
トマムIC～十勝清水IC開通

平成21年10月
占冠IC～トマムIC開通

H20年11月
L=6.4km

開通

平成20年11月
一般国道38号
赤平バイパス開通

写真：札幌開発建設部

写真：NEXCO東日本 写真：NEXCO東日本写真：NEXCO東日本

北海道横断自動車道根室線

旭
川
十
勝
道
路

E62

盤の沢道路

L=6.8km

五稜道路

L=11.7km

E39

E5

E38

平成30年11月
旭川空港国際ターミナル
開業
令和2年1月
北海道内7空港民間運
営開始

写真：旭川開発建設部

平成30年11月
旭川十勝道路
北の峰IC～布部IC開通

写真：旭川開発建設部

旭川空港

シーニックバイウェイ北海道
活動エリア

大雪・富良野ルート

空知シーニックバイウェイ
-体感未来道-

平成19年3月
一般国道38号
芦別バイパス開通

写真：札幌開発建設部

道の駅びえい
白金ビルケ

富良野・美瑛観光圏
整備実施計画

観光圏区域

H19年3月
L=3.9km

開通
H30年11月
L=8.3km

開通

H23年10月

L=34.5km
開通

H21年10月

L=26.2km
開通

H19年10月

L=20.9km
開通

北海道横断自動車道根室線



2.事業の必要性等
（2）事業の整備効果
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○通行不能区間の解消

・上川中部圏と中空知圏を結ぶ新たなルートが形成され、所要時間短縮が図られることによる移住・定住促進や交流

人口拡大などが期待される。

○拠点空港への利便性向上

・旭川空港1時間到達圏市町村人口が更に1.5万人増加するなど、周辺市町村から旭川空港への利便性向上が期待

される。

○新たな周遊ルートの形成を支援

・芦別市と富良野・美瑛観光圏及び旭川空港を結ぶ新たな周遊ルートの形成を支援することで、芦別市を含む周辺

市町村の観光入込客数増加が期待される。

○災害時の緊急輸送ルートの強化
・富良野市と高度救急医療機関等の交通拠点を結ぶネットワークが形成されるなど、災害時の緊急輸送ルートの強
化が期待される。

○物流効率化により地域産業を支援

・工業団地と旭川空港とのアクセスが容易となることで、販路拡大や空港民営化と相まった物流効率化が期待される。

○合宿誘致による地域活性化の支援

・新千歳空港や旭川空港からのアクセス利便性が向上することで、合宿受入増加や多様な交流人口増加に伴う地域

活性化が期待される。

○救急搬送・一般通院の安定性向上

・芦別市から旭川市の高次医療施設への新たな安定性の高い搬送ルートが確保され複数のネットワークが形成され

るなど、救急搬送及び一般通院の安定性向上が期待される。



通行不能区間
L=12.9km

上川中部圏と中空知圏を結ぶ
新たなルートの形成

盤の沢道路

L=6.8km

五稜道路

L=11.7km

E62

E5

旭川空港

芦別市

整備前のルート
約62km

整備後のルート
約42km

【通行不能区間の状況
盤の沢道路起点付近】

2.事業の必要性等
（2）事業の整備効果（通行不能区間の解消）

・国道452号は夕張市から旭川市に至る幹線道路で、芦別市から美瑛町間の延長12.9kmが通行不能区
間であり、上川中部圏と中空知圏との相互アクセス性が低下。

・当該道路の整備により、上川中部圏と中空知圏を結ぶ新たなルートが形成され、所要時間短縮が図ら
れることによる移住・定住促進や交流人口拡大などが期待される。

■通行不能区間の状況

E39

凡 例

整備前ルート

整備後ルート

【芦別市～旭川空港間の所要時間の変化】

【まちづくりの基本方向】
広域連携と多様な交流によるつながり合うまちづくり

【移住・定住の促進】
豊かな自然、災害の少ないまちのPRなど充実し、若者の地域
定着、地域おこし協力隊などを活用した移住・定住施策を推進。

【魅力ある観光の振興】
様々な媒体を活用した情報発信により、星の降る里・芦別のイ
メージの定着を図り、インバウンドを含めた観光客の拡大による
地域活性化を推進。

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査<国土交通省>

※盤の沢道路の未開通区間の旅行速度は、
夏期50km/h、冬期45.8km/hで算出。
50km/h×0.915（低減率）＝45.8km/h

※五稜道路の未開通区間の旅行速度は、
夏期50km/h、冬期45.0km/hで算出。
50km/h×0.899（低減率）＝45.0km/h

※地域別に、冬期と夏期の平均旅行速度を
算出し、一般道路の低減率をそれぞれ算
出した。
（ETC2.0プローブデータを基に、H29～R1
年の冬期12月～3月と夏期4月～11月の
旅行速度を比較して算出）

整備前 約62㎞
国道38号・道道4号・
国道12号・国道237号
経由

整備後 約42㎞
国道38号・盤の沢道路・
五稜道路・国道452号
経由

出典：第６次芦別市総合計画（R2～R11）
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■地域の声（R2.7 芦別市役所職員）
・芦別市にとっては、一般国道452号が整備されると旭川空港や商業施設への最短ルートとなり、旭川方面と観
光・物流・人的交流・生活など様々な面で地域活性化が図られると思います。

・特に、我々が推進している総合計画において、ますますの広域連携と多様な交流が見込まれ、交流人口増加
による地域活性化や、将来的な移住・定住の促進が期待できるので1日も早い開通を望みます。出典：芦別市ヒアリング
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2.事業の必要性等
（2）事業の整備効果（拠点空港への利便性向上）

8

整備前の旭川空港
1時間到達圏域

旭川空港

芦別市

盤の沢道路

L=6.8km

五稜道路

L=11.7km

E62

E5

国道452号全線供用後、
1時間以内の到達時間短縮

芦別市街地→旭川空港
76分→51分

写真：旭川空港ビル株式会社

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査<国土交通省>

旭川空港１時間

到達圏市町村（夏期）

整備前

整備後

出典：暦年・年度別空港管理状況調書
<国土交通省>

【旭川空港の乗降客数の推移】

約110万人程度で推移

【旭川空港１時間到達
圏域人口の変化】

1.5万人増加

※盤の沢・五稜道路の未開通区間の旅行速度は
50km/h（夏期）で算出。

出典：H27全国道路・街路
交通情勢調査<国土交通省>
H27年国勢調査<総務省統計局>

■地域の声（R2.7 芦別商工会議所職員）
・旭川空港では国際線ターミナルビル開業や空港民営化等により、ますま
す道外や海外へ行き来がしやすくなることが期待できます。また国道
452号が開通することにより、旭川空港への新たなアクセスルートとな
ります。

・国道452号がつながれば、交流人口による観光振興、製造業等の産業も、
旭川空港が利用しやすくなることで、道路の利用も増えるのではないか
と思います。その結果、移住定住が促進し、1時間圏内となる旭川市や
美瑛町、上富良野町などへの交流も増えることが期待できます。

・旭川空港の乗降客数は、年間約110万人程度で推移。新たな国際線ターミナルビルの開業や、旭川空
港を含む北海道内7空港民間運営開始により、今後、運行便数増や乗降客の増加が予想される。

・当該道路の整備により、旭川空港1時間到達圏市町村人口が更に1.5万人増加するなど、周辺市町村
から旭川空港への利便性向上が期待される。

旭川空港
H30.11 新たな国際線
ターミナルビル開業

R2.1 北海道内7空港
民間運営開始

■旭川空港1時間到達圏域の状況

※国内便・国際便の総計

※圏域範囲は各市町村役場までの所要時間を基に記載
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【旭川空港の定期便国際線発着便数及び乗降客数】

・旭川空港では、国際線ターミナルビル開業も含め国際線運行便数及び乗降客数が年々増加。また芦別
市周辺市町村では外国人延べ宿泊客数が約3倍に急増する一方、年間約804万人の観光客が訪れる富
良野・美瑛観光圏との周遊ルート形成が難しいこともあり、芦別市の観光入込客数はほぼ横ばいで推移。

・当該道路の整備により、芦別市と富良野・美瑛観光圏及び旭川空港を結ぶ新たな周遊ルートの形成を
支援することで、芦別市を含む周辺市町村の観光入込客数増加が期待される。
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2.事業の必要性等
（2）事業の整備効果（新たな周遊ルートの形成を支援）

出典：北海道観光入込客数調査報告書<北海道>

外国人宿泊者数
が約３倍に急増

【芦別周辺市町※の外国人延べ宿泊客数】

E62

E5

E5

盤の沢道路

L=6.8km

五稜道路

L=11.7km

芦別
富良野

美瑛

十勝・釧路
方面

札幌方面

旭川空港

出典：旭川空港管理事務所

旭川空港１時間
到達圏市町村（夏期）

整備前

整備後

【各観光圏の観光入込客（H30年度）】

出典：平成30年度北海道観光入込客数調査報告書<北海道>

【観光入込客数の推移】

出典：北海道観光入込客数調査報告書<北海道>

旭川空港
H30.11 国際線

ターミナルビル開業

※芦別市周辺市町： 芦別市、富良野市、上富良野町、中富良野町、美瑛町
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国際線ターミナルビル開業後の
国際線運行便数及び乗降客数が増加

国際線ターミナルビル開業

■地域の声（R2.7 芦別観光協会職員）
・旭川空港の国際化を含め道外各地から観光客が増えてきていると感じています。インバウンドの旅行形態で旭川空港に夕方に着いて、
芦別市に1泊して各地に観光するツアーがありますが、夕食の時間が遅くなるので、あまり浸透していません。国道452号が整備され
れば、芦別市に早く到着でき、芦別市を利用する旅行形態が今より増えてくると思いますので1日も早い道路整備を望みます。

凡 例

新たな周遊ルート

富良野・美瑛観光圏

ニセコ観光圏

水のカムイ観光圏

美瑛町・富良野市・上富良野町・
中富良野町・南富良野町・占冠村

蘭越町・ニセコ町・倶知安町

釧路市・弟子屈町

年間
約804万人

が来訪

■旭川空港～芦別市周辺の観光地と新たな周遊ルート

ほぼ横ばいで推移
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▲

2.事業の必要性等
（2）事業の整備効果（災害時の緊急輸送ルートの強化）

・旭川市と富良野市を結ぶ国道237号は、十勝岳噴火時の泥流危険区域に該当する一方、富良野市か
ら旭川市への救急搬送や通院における主要ルートとなっており、噴火時には国道237号が通行止めとな
ることから、大きな迂回が必要となる。

・当該道路の整備により、富良野市と高度救急医療機関等の交通拠点を結ぶネットワークが形成される
など、災害時の緊急輸送ルートの強化が期待される。

■噴火時の通行止め状況と迂回ルート

1926年
（大正15年）

1962年
（昭和37年）

1988～89年
（昭和63～平成元年）

36年 26年 30年経過
現
在

100年で３回噴火。最後の
噴火から30年が経過。
現在は噴火警戒レベル1※

融雪型火山泥流により中富良野・
上富良野町市街地が被災

火砕流、降下火砕物の発生により
国道237号は６日間全面通行止め

【十勝岳の噴火履歴】

E62

E39

E5

盤の沢道路

L=6.8km

五稜道路

L=11.7km

十勝岳

災害に強い道路
ネットワークの形成

出典：美瑛町ハザードマップ（H28）
上富良野町ハザードマップ（H28）
富良野市役所ヒアリング

通行止め時の
迂回ルート

約79km

通行不能区間の解消
による迂回ルート

約74km

S63年
十勝岳
噴火時
通行止

富良野市

【富良野市から旭川医科大学病院
への迂回時の所要時間】

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査<国土交通省>

【昭和63年の十勝岳の噴火】

昭和63年12月16日から翌年
3月5日にかけて火砕流、降
下火砕物を主体とした噴火
が発生し、国道237号等が通
行止めとなりました。

※地域別に、冬期と夏期の平均旅行速度を算出し、
一般道路の低減率をそれぞれ算出した。
（ETC2.0プローブデータを基に、H29～R1年の冬期12月
～3月と夏期4月～11月の旅行速度を比較して算出）

整備前迂回
（国道38号・道道4号・

国道12号経由）

整備後迂回
（国道38号・

国道452号経由）

■地域の声（R2.7 富良野市役所職員）
・富良野市の傷病者は旭川医科大学病院等の高度救急医療機関が充実している旭川市に救急搬送さ
れるほか、通院している市民もいます。十勝岳噴火災害により国道237号が長期に渡り通行止め
になった際、旭川への代替路として通行可能な国道452号の整備を期待しています。

※：『噴火警戒レベル1』
火山活動は静穏で「活火

山であることに留意」する
“噴火予報”に種別。

種別 名称 レベル（キーワード）

特別警報
噴火警報
（居住地域）

5 （避難）

4 （避難準備）

警報
噴火警報
（火口周辺）

3 （入山規制）

2 （火口周辺規制）

予報 噴火予報 1 （活火山であることに留意）

出典：気象庁

【十勝岳の噴火警戒レベル】

旭川医科大学病院
（三次救急医療機関）
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・芦別市内の工業団地には、高精度ベアリングを世界30カ国以上へ出荷している製造企業などが集積。
海外への出荷には苫小牧港のほか、到着時間に制約のある場合は新千歳空港を利用。

・工業団地に近い旭川空港では、空港民営化における運営計画にて国際路線数の拡充を想定。

・当該道路の整備により、工業団地と旭川空港とのアクセスが容易となることで、販路拡大や空港民営化
と相まった物流効率化が期待される。

2.事業の必要性等
（2）事業の整備効果（物流効率化により地域産業を支援）

■出荷までの輸送ルート

主な立地企業 生産品の概要

ベアリング
製造企業

超小型ベアリング
高精度ベアリング、

ベアリング
販売商社

ベアリング専門の
販売商社

精密機器
製造企業

バーコードスキャナーや
イメージスキャナ製造

鋼球
製造企業

各種鋼球製造・販売

精密機器関連
企業が集積

20ｔ/月
海外出荷

盤の沢道路
整備前のルート

約115km

【芦別工業団地の主な立地事業所】
E5

E63

E38

E62

E5

盤の沢道路

L=6.8km

五稜道路

L=11.7km

【製造品の出荷状況】

出典：芦別工業団地立地企業ヒアリング

旭川空港

新千歳空港

芦別市

旭川空港

当該道路整備により
物流効率化が期待 海外出荷

欧州等世界3０ヵ国以上へ出荷
精密機器・医療分野・ロボット技術等で需要が増加

新千歳空港 苫小牧港

芦別工業団地
本社
工場

団地内企業等
から部品入荷

20t/月 40t/月

工場システムと生産の効率化、
高精度・高付加価値アイテム

の増産のため

ロジスティクスセンター
および研磨工場

令和2年度
に新規建設予定

整備前
新千歳空港着

整備後
旭川空港着

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査<国土交通省>

※地域別に、冬期と夏期の平均旅行速度を算出し、
一般道路の低減率をそれぞれ算出した。
（ETC2.0プローブデータを基に、H29～R1年の冬
期12月～3月と夏期4月～11月の旅行速度を比
較して算出）

■地域の声（R2.7 芦別工業団地立地企業職員）
・当社の製品は、同じ工業団地内企業等から部品を調達し、組み立て・製造を行い、
主に欧州など海外企業へ出荷しています。

・令和2年度には出荷システムと生産の効率化、高精度・高付加価値アイテムの増産
を目的に、同工業団地内にロジスティックスセンターおよび研磨工場を建設しま
す。

・国道452号が整備された場合、空港民営化等により、これまで新千歳空港へ輸送し
ていたものが、旭川空港へ輸送が切り替わることも想定でき、物流効率化が図ら
れると思います。

【芦別工業団地から
各空港への所要時間】

通常は海運による出荷急な需要など到着時間に
制約のある場合に利用

海外出荷
盤の沢道路

整備後のルート
約46km

11



出典：芦別市役所ヒアリング

スキー（クロスカン

トリー）

49%

武道（空手、柔道

以外）

12%

空手

7%

バスケットボール 6%

水泳 3%

サッカー 3%

バレーボール 3%

柔道 1% その他

16%

Ｈ30年度
美瑛町

合宿競技別
延べ人数
18,115人

（2）事業の整備効果（合宿誘致による地域活性化の支援）

・美瑛町ではクロスカントリースキー等のスポーツ合宿が盛んであり、合宿の受入れ延べ人数は全道4位
の実績。また芦別市は合宿の誘致を推進しており、令和3年度に宿泊施設の増設を計画。

・当該道路の整備により、新千歳空港や旭川空港からのアクセス利便性が向上することで、合宿受入増
加や多様な交流人口増加に伴う地域活性化が期待される。

24.2
22.0

19.4 18.0
13.9 13.5 13.4

8.3

18.1

10.4

0

5

10

15

20

25

30

士
別
市

北
見
市

深
川
市

美
瑛
町

網
走
市

苫
小
牧
市

日
高
町

釧
路
市

芦
別
市

名
寄
市

（千人）

バレーボール

55%武道（空手、柔道

以外）

13%

バスケットボール

6%

陸上（フィールド・ト

ラック）

6%

野球・ソフトボール

5%

バドミントン

4%

テニス 3%

陸上（マラソン・駅伝等

ロード） 3%

フットサル

2%

その他

3%

Ｈ30年度
芦別市

合宿競技別
延べ人数
10,407人

E38

2.事業の必要性等

12

■合宿先までの利用ルート
E39

【道内スポーツ合宿参加者延数上位10位(H30年度)】 【合宿競技別参加者延数（H30年度）】

＜美瑛町＞

出典：平成30年度 合宿実態調査<北海道>

＜芦別市＞

出典：平成30年度 合宿実態調査<北海道>

全道第4位
全道第9位

E5

E5

E5 E63

盤の沢道路

L=6.8km

五稜道路

L=11.7km 旭川空港

新千歳空港

札幌市

美瑛町
（宿泊施設）

・旭岳クロスカントリー
スキーコース

・国立大雪青少年
交流の家

・白金クロスカントリー
スキーコース 等

芦別市
（宿泊施設）

令和3年度に増設

ナショナルチーム・
実業団クラスの団体
による合宿

整備前 整備後 整備前
新千歳空港から

整備後
旭川空港から

※地域別に、冬期と夏期の平均旅行速度を算出し、
一般道路の低減率をそれぞれ算出した。
（ETC2.0プローブデータを基に、H29～R1年の冬期12月
～3月と夏期4月～11月の旅行速度を比較して算出）

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査<国土交通省>

■地域の声（R2.7 芦別市教育委員会職員）
・現在の市営宿泊交流センターのキャパシティは80～100名ですが、更なる夏の合宿を受け入れるために令和3年度供用予定で定員80名の宿泊施設
を増設しています。合宿の振興により交流人口が増加し、飲食店やコンビニほか宿泊関連の利用が拡大し、市内経済への波及効果が向上してい
ます。国道452号が開通すると旭川空港からもアクセスがしやすくなるので、合宿受入の更なる増加が期待できます。

【各空港から芦別市
（宿泊施設）への所要時間】

【札幌市から美瑛町
（宿泊施設）への所要時間】

合宿までの利用ルート

行先 整備前 整備後

芦別市

美瑛町



芦別市
56%

滝川市
17%

砂川市
13%

旭川・札幌他
5% その他

9%

市立芦別病院
55%

その他芦別市内病院
1%

滝川市立病院
9%

滝川脳神経外

科病院 8%

砂川市立病院
13%

R1年
芦別市

救急搬送
750件

芦別市外で
約４割

2.事業の必要性等
（2）事業の整備効果（救急搬送・一般通院の安定性向上）

13

出典：芦別消防署ヒアリング

医療
機関

施設名 市町村 内科 外科 循環器科 呼吸器科 消化器科
心臓血管

外科
脳神経
外科

二次救急
医療機関

市立芦別病院 芦別市 ○ ○ ○ ○

滝川市立病院 滝川市 ○ ○

滝川脳神経外科病院 滝川市 ○ ○

三次救急
医療機関

砂川市立病院 砂川市 ○ ○ ○ ○ ○

旭川医科大学病院 旭川市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

旭川赤十字病院 旭川市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【芦別市からの救急搬送】

【二次救急医療機関以上の
対応可能な診療科一覧】

・ほぼ全数が陸送される芦別市の救急搬送の内、全体の約4割が高次医療施設のある滝川市や砂川市
に依存。また、一般通院も伴う指定難病では旭川市に最も多く依存。

・当該道路の整備により、芦別市から旭川市の高次医療施設への新たな安定性の高い搬送ルートが確
保され複数のネットワークが形成されるなど、救急搬送及び一般通院の安定性向上が期待される。

出典：北海道医療機能情報システムR2.7時点<北海道>

芦別市内で対応が難しい重症患者は芦別市外の高次医療施設へ依存

■地域の声（R2.7 芦別消防署職員）
・芦別市内で発生した救急搬送状況は、市内にある市立芦別病院等への搬送が半数以上を占めますが、脳疾患や心疾患など市内病院では対
応が難しい場合は、滝川市や砂川市にある医療施設に搬送します。

・国道452号が開通されると、旭川市へのアクセス利便性が向上するため、走行状況にもよりますが、直接、旭川市へ搬送することも想定し
ています。また退院後、定期的に継続通院しなければならない患者がいる話も伺っており、市民の通院しやすさも向上すると思うため、1
日も早い開通を期待します。

※：ヘリコプター搬送含む

■芦別市からの救急搬送・一般通院ルート

凡例

：二次救急医療機関

：三次救急医療機関

出典：芦別消防署ヒアリング

救急搬送・
一般通院ルート

【芦別市の疾病別受給者（指定難病）（H29年度）】

出典：北海道医療計画中空知地域推進方針
（平成30 年度～平成35 年度）<空知総合振興局>

新たな安定性の
高い救急搬送・
一般通院ルート

旭川市

滝川脳神経
外科病院

砂川市立病院

滝川市立病院

盤の沢道路

L=6.8km

五稜道路

L=11.7km

芦別市立病院

旭川赤十字病院

旭川医科
大学病院

26.2

芦別市

24.3

25.0

その他

中空知

管内

29.0

50.0

旭川市

17.8

25.0

札幌市

2.7

その他

0% 25% 50% 75% 100%

指定難病・特定
疾病受給上位
20位疾病患者

小児慢性特定
疾病患者

凡例

旭川市に最も多く依存



2.事業の必要性等
（2）事業の整備効果（CO2排出量の削減）

・CO2排出量は、整備なしでは、３，４４８，９００（ｔｰCO2/年）

・当該道路の整備により、３，４４５，６７９（ｔｰCO2/年）となり、整備されない場合に比べ、

３，２２１（ｔｰCO2/年）の削減が見込まれます。

■CO2排出量

※対象地域：石狩振興局、空知総合振興局、上川総合振興局
※令和12年将来交通量推計を基に算出
※森林のCO2吸収量は10.6 ｔｰCO2/ｈａ・年として試算
出典：『土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）』

※札幌ドーム面積は建築面積5.5ｈａを使用し換算

CO2削減量

３，２２１ ｔｰCO2/年

森林換算

約３０４ｈａ

（札幌ドーム約５５個分に相当）
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・盤の沢道路については、平成28年度の再評価以降、新たに判明した事象に基づき設計及び施工計画
を見直した結果、以下の変更要因を確認し、全体事業費が前回評価と比較して約３０億円増加。

・また変更要因による追加調査及び対策工検討や追加対策工の実施により、事業期間が前回評価と比
較して４年延伸。

・引き続きコスト縮減に取り組むとともに、適正な事業管理に努めていきます。

（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

全体事業費

（H２８再評価）

全体事業費
（R２再評価）

増減額

盤の沢道路 212億円 242億円 30億円

五稜道路 254億円 254億円 -

事業期間

（H２８再評価）

事業期間

（R２再評価）
増減年数

盤の沢道路・五稜道路 34年 38年 4年

■全体事業費変更要因

■全体事業費変更結果

2.事業の必要性等

15

開通区間
事業中

至旭川

至芦別



（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

2.事業の必要性等

16

①-1地すべり対策の見直し：A測線 (約3.7億円増）

【当初】 当初、地すべり対策として、集水地形（沢）が隣接するた
め集水井併用抑止杭工を計画

・当初、地すべり対策として、集水地形（沢）が隣接するため集水井併用抑止杭工を計画。
・歪計測結果を踏まえ、追加調査（地質調査、歪計測）を実施した結果、谷側に新たな地すべりを確認。
・また、集水井による地下水位低下を見込めないことが判明したため対策工の見直しを実施し、上部す
べりと下部すべりに対し個別に抑止杭工で対策する構造に変更。

【変更】 歪計測位置で計測値に差異が確認されたことから新た

な地滑りを確認、上部すべりと下部すべりに対し個別に抑止杭工
で対策する構造に変更

新たな地すべり
を確認



（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

2.事業の必要性等

17

①-2地すべり対策の見直し：B測線 (約26.4億円増）

【当初】 現地踏査、地質調査、地すべり観測（歪計測）結果を基
に地すべり形状を検討。上部すべりと下部すべりに対し
個別に抑止杭工を計画

【変更】 歪計測結果を踏まえ、追加調査（地質調査、歪計測）を

実施した結果、上部地すべり、下部地すべり規模を見直
し。地すべり規模の見直しから対策工は、軽量盛土
（EPS）を採用し抑止杭規格を変更

・当初、地すべり対策として、上部すべりと下部すべりに対し個別に抑止杭工を計画。
・歪計測結果を踏まえ、追加調査（地質調査、歪計測）を実施した結果、上部地すべり、下部地すべり規
模を見直し。地すべり規模の見直しから対策工は軽量盛土（EPS）を採用し抑止杭規格を変更。

凡 例
○ ： ボーリング位置、観測位置
○ ： 追加ボーリング位置、観測位置



（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

2.事業の必要性等

18

②コスト縮減（法面保護工の見直し） (約0.1億円減）

【当初】

植生工を張芝工で計画

【変更】

すき取り物張付工に変更

・当初、盛土部の植生工を張芝工で計画。
・建設副産物の有効利用及び環境負荷の低減を図るため、すき取り物張付工に変更。



変動要因 基準値 変動ケース 費用便益比 （B/C）

交通量 ４，５００ ±10％ ０.９～１.１

事業費 ４５４億円 ±10％ ０.９５～１.１

事業期間 ３８年 ±１年 ０.９８～１.０５

基本条件

注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

便益(B)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（B/C）

経済的

内部収益率

（EIRR）４９４億円 ２６億円 １．２億円 ５２１億円

費用(C)
事業費 維持管理費 総費用

１.０１ ４.１％
４６０億円 ５５億円 ５１５億円

全体事業費 計画交通量（台/日） 基準年

４９６億円 ４，５００ 令和２年度

費用便益分析

感度分析

（3）事業の投資効果 （費用便益分析 ｰ事業全体ｰ ）

2.事業の必要性等
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基本条件

注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

費用便益分析

感度分析

（3）事業の投資効果 （費用便益分析 –残事業ｰ ）

2.事業の必要性等

変動要因 基準値 変動ケース 費用便益比 （B/C）

交通量 ４，５００ ±10％ １.４～１.７

事業費 ３５４億円 ±10％ １.４～１.７

事業期間 ６年 ±１年 １.５～１.６

便益(B)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（B/C）

経済的

内部収益率

（EIRR）４９４億円 ２６億円 １．２億円 ５２１億円

費用(C)
事業費 維持管理費 総費用

１.５ ６.８％
３０７億円 ３７億円 ３４５億円

全体事業費 計画交通量（台/日） 基準年

４９６億円 ４，５００ 令和２年度
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（3）事業の投資効果 （費用便益分析 前回評価との比較 ）

2.事業の必要性等
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※計画交通量は、R12将来交通量の推計値

Ｈ２８再評価時点 Ｒ２再評価時点
備考

（前回評価からの主な変更点）

事業諸元 Ｌ＝１８．５ｋｍ Ｌ＝１８．５ｋｍ

計画交通量 ４，８００台/日 ４，５００台/日
・将来交通需要推計の見直し

H28再評価時：H17全国道路・街路交通情勢調査（既事業ネット）
R2再評価時：H22全国道路・街路交通情勢調査（既事業ネット）

総事業費 約４６６億円 約４９６億円 ・地滑り対策工の見直しによる増

総費用
Ｃ

約４１４億円
（基準年Ｈ２５）

約５１５億円
（基準年Ｒ２）

・基準年の変更による増
・地滑り対策工の見直しによる増
・維持管理費単価の増

総便益
Ｂ

約４８７億円
（基準年Ｈ２５）

約５２１億円
（基準年Ｒ２）

・基準年の変更による増
・計画交通量の減
・将来交通需要伸び率の見直しによる減（H17ベース→H22ベース）

費用対効果
Ｂ／Ｃ

１．２ １．０１ ・費用の増及び交通量の減に伴う便益額の減

※総費用・総便益は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）したものであることから、増額等の要因が無い場合でも、見た目の額は増加する。



・当該事業は、平成5年度に事業化及び工事に着手、平成6年度に用地補償に着手。
・盤の沢道路：用地進捗率70％（100％）、事業進捗率25％（22％）、令和２年度より鏡トンネル着手。
・五稜道路：用地進捗率95％（97％）、事業進捗率14％。
・引き続き、早期開通に向けて事業を進めます。

※用地進捗率及び事業進捗率は、令和2年度
北海道における事業計画（R2年4月）ベース

※用地進捗率は面積ベース
（ ）内は用地補償費投入ベース
（R2年3月末時点）

※事業進捗率の（ ）内は事業費変更後の進捗率
（R2年3月末時点ベース）

3.事業進捗の見込み
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期成会等名称 会長等 主な構成メンバー 要望内容

一般国道４５２号建設促
進期成会

芦別市長 旭川市、芦別市、夕張市、
三笠市、美瑛町、東神楽町
の首長

一般国道４５２号については、北海道及び沿線地域の産業・経済の発展を担う重要な道路と
なることから、不通区間の全面通行に向けた建設促進を要望。

旭川市 旭川市長 旭川市長 拠点都市へのアクセス強化のために国道の整備促進として国道４５２号の整備促進を要望。

道北商工会議所連合会 道北商工会議
所連合会会頭

道北商工会議所連合会、旭
川商工会議所、稚内商工会
議所、滝川商工会議所、留
萌商工会議所、深川商工会
議所、名寄商工会議所、砂
川商工会議所、富良野商工
会議所、士別商工会議所、
芦別商工会議所、上砂川商
工会議所、歌志内商工会議
所、赤平商工会議所の会頭

一般国道４５２号は、道央圏空知と旭央圏の旭川空港を結ぶ臨空産業観光の基幹国道であ
り、移動時間の短縮など利便性の向上によって空港に近接する工業団地の企業誘致や、産
業・経済の物流と地域間交流を促すとともに、周辺地域のインバウンド需要の拡大を図る北
海道広域観光ルートの形成、芦別市の推進施策であるスポーツ合宿の誘致、移住の促進
等に寄与するものとして大きな経済効果が期待される重要な路線である。
また、本沿線には広域通信制の高等学校及び大学が開校しており、昨年は、全国各地から
１，０９２名の生徒、学生がスクーリングのため来道しているが、本路線の未開通区間がある
ことにより、その大半は新千歳空港を利用している。既存の生徒、学生の利便性を確保する
ことは、今後の若年者層の交流人口の拡大、旭川空港の利用増大にもつながることから、
本路線の整備促進が急務である。
さらに、再び十勝岳が噴火することを想定した場合、道央と道東を結ぶ避難経路、物流経路、
救急搬送経路として早急に整備を必要とする重要な路線であり、本路線の全面開通に向け
た整備促進を強く要望。

北海道空知地方総合開
発期成会

岩見沢市長 深川市、滝川市、奈井江町、
赤平市、三笠市、南幌町、
月形町、秩父別町、雨竜町、
砂川市、妹背牛町、夕張市、
美唄市、芦別市、歌志内市、
上砂川町、由仁町、長沼町、
栗山町、浦臼町、新十津川
町、北竜町、沼田町の首長

旭川空港と空知を結ぶ国道４５２号は、地域間交流の活性化や物流の効率化、加えて観光
面でも重要な役割を担っていることから、通行不能区間（盤の沢・五稜道路）の早期開通を
要望。

4.関係する地方公共団体等の意見

◯北海道からの意見

北海道知事からの意見

通行不能区間の解消により、地域間交流の拡大及び物流の効率化が図られ、経済・社会活動の活性化や道民の安全・安心なくらしの確
保に寄与することから、当該事業の継続について異議はありません。

なお、事業の実施に当たっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、より一層、徹底したコスト縮減を図り、これまで以上に
効率的・効果的な執行に努め、早期供用を図るようお願いいたします。
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5.対応方針（案）
・一般国道452号盤の沢道路・五稜道路は、通行不能区間の解消を図り、地域間交流の活性化及び物
流効率化等の支援に寄与する事業と考えられます。

・事業の必要性、重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されていることから、事業継続
と考えています。

・引き続き、コスト縮減に取り組むとともに、適正な事業費及び事業期間の管理に努めていきます。

※は開通後50年間の便益額として試算した参考値
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項目 細目
内容

事業全体 残事業

費用便益比（B/C）

3便益によるB/C
・走行時間短縮
・走行経費減少
・交通事故減少

B/C＝1.01 B/C＝1.5

地域の特殊性を
考慮した便益の検討

余裕時間の短縮による効果 B＝53億円（※） B＝53億円（※）

CO2排出削減による効果 B＝1.4億円（※） B＝1.4億円（※）

便益試算値を考慮したB/C B/C＝1.1（※） B/C＝1.7（※）

事業の整備効果

活力

通行不能区間の解消
・上川中部圏と中空知圏を結ぶ新たなルートが形成され、所要時間短縮が図られる

ことによる移住・定住促進や交流人口拡大などが期待される

拠点空港への利便性向上 ・旭川空港1時間到達圏市町村人口が更に1.5万人増加するなど、周辺市町村から
旭川空港への利便性向上が期待される

新たな周遊ルートの形成を支援 ・芦別市と富良野・美瑛観光圏及び旭川空港を結ぶ新たな周遊ルートの形成を支援
することで、芦別市を含む周辺市町村の観光入込客数増加が期待される

物流効率化により地域産業を支援 ・工業団地と旭川空港とのアクセスが容易となることで、販路拡大や空港民営化と相
まった物流効率化が期待される

暮らし
救 急 搬 送 ・ 一 般 通 院 の 安 定 性
向上

・芦別市から旭川市の高次医療施設への新たな安定性の高い搬送ルートが確保さ
れ複数のネットワークが形成されるなど、救急搬送及び一般通院の安定性向上が
期待される

安全
災 害 時 の 緊 急 輸 送 ル ー ト の 強
化

・富良野市と高度救急医療機関等の交通拠点を結ぶネットワークが形成されるなど、
災害時の緊急輸送ルートの強化が期待される

環境 CO2排出量の削減 ・自動車からのCO2排出量3,221（t-CO2/年）の削減が期待される

その他
合 宿 誘 致 に よ る 地 域 活 性 化 の
支援

・新千歳空港や旭川空港からのアクセス利便性が向上することで、合宿受入増加や
多様な交流人口増加に伴う地域活性化が期待される

事業進捗の見込み 事業の進捗状況 ※()内は事業費変更後
・令和2年3月末時点で、盤の沢道路の用地進捗率70％、事業進捗率25％(22％)、

五稜道路の用地進捗率95％、事業進捗率14％


